
様式第７号ア（認定を受けようとする課程を有する大学・学科等における教員養成の目標等に関する書類） 

（１）大学・学科の設置理念

①大学

本学園は、昭和16年東京都世田谷区に創設され、幼稚園、中学、高校教育を行ってきたが、進展

する国際化社会・高度情報化社会に貢献する女子人材を育成するため、昭和60年4月、神奈川県厚木

市に松蔭女子短期大学(英語科・経営科)を設置し、平成12年に松蔭女子大学（経営文化学部）、平

成16年に松蔭大学(男女共学)とした。 

本校は、吉田松陰の教えである「知行合一」を教育理念とし、学園の校是としたこの建学の精神

に則り、「ホスピタリティ（他者を思いやる心）」を基盤として学ぶことにより人間性を磨き、 知

識を実践で生かすことのできる人材、さらにグローバル化の進展に伴い、世界に通用するものの見

方、考え方ができる人材の育成に努めている。 

②学科等（認定を受けようとする学科等のみ）

経営法学科は、企業経営に求められる法令遵守（コンプライアンス）を円滑に実現するために企業

経営に必要な法制の研究教育を行い、健全なリーガルマインドを持った実学精神「知行合一」を実

現できる人材の育成を目的とする。本学科は、経営文化学部に属することから、殊に人間の営為を

中心に物事を捉え、法制度や具体的な経済活動について文化、歴史、風土、地政学的視点から多角

的に考察する力を養うことを特徴としている。 

（２）教員養成の目標・計画

①大学

吉田松陰の「知行合一」、「知る」と「行う」の一体となった「人間力」の育成を教育理念とし

グローバル社会の中で、「ホスピタリティ（他者を思いやる心）」をもった教員を養成することを

目指している。 

②学科等（認定を受けようとする学科等のみ）

教員養成の目標は、教職に対する情熱や使命感、生徒理解・教材作成・学習指導などの専門的力

量などの基礎的資質・能力の他、対人関係調整能力やコミュニケーション能力、国際感覚、正義感

などの社会性、その上に豊かな人間力を備えた教員を輩出することである。 

経営法学科の教育課程の特色は、経営学・経済学・法学各分野（公法・民事法・企業法）を融合

的に学び、それらを文化的視点、歴史的視点、地政学的視点から学際的に考究する点である。本学

科では、これに基づき、人間の営為を中心に社会問題を客観的に捉え、主体的に解決する実践力と

豊かな人間力を身につけた人材を育成することを柱とし、以下の目標に基づいて教員育成を行う。 

1.「ホスピタリティ」を持つ地歴科教員の育成

2.「知行合一」を実践する地歴科教員の育成

3. 豊かな人間力を身につけた地歴科教員の育成

4.リーガルマインドと正義感を身につけた地歴科教員の育成

5.人間の営為に対して歴史的かつ地政学的視点から多角的に考察できる地歴科教員の育成

6.客観的問題把握能力・論理的思考能力・合理的問題解決能力をホスピタリティとの融合によって

昇華させ、社会全体の利益のために主体的に行動できる実践力を身につけた地歴科教員の育成 
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（３）認定を受けようとする課程の設置趣旨（学科等ごとに校種・免許教科別に記載）

【経営文化学部経営法学科 高等学校教諭1種 地理歴史】

本学科における教職課程の設置趣旨は、上記の本学及び本学科の理念、特徴、目標に基づいた以下

の教員養成を行い、神奈川県及び近隣の都県に教員を供給することである。 

変化の激しい社会において一人ひとりの子どもたちが個性を伸ばし、幸福かつ有意義に人生を送る

ことができるようにするためには、一人ひとりが主体的に考え、行動していくことのできる「21世紀

型市民」として生き抜く基礎を培うことが重要となる。この点、本学の教員養成のカリキュラムは、

教員としての資質の向上を担保した上で、本学科のカリキュラム全般において、地理歴史分野につい

て地球的視野に立って行動するための資質能力を養うことを特徴とする。特に、本学科においては、

地理歴史分野について、先行研究を基礎にしつつ、人間の営為（経済活動、経営活動、法制度）を文

化的、歴史的、地域的、地政学的見地から学際的に考究し、地球的視野に立つ地理歴史分野の教員と

して相応しい知見を得ることが可能となる。 

＜教員としての資質＞ 

1. 生徒の主体的な学びが確保されるよう生徒一人ひとりの行動の理解に基づき、計画的に教育環境を

構成できる人材の育成 

2.生徒の教育環境を整えるために、全ての教育関係者との協働関係を構築し、組織的に教育活動を展

開できる人材の育成 

3.生徒一人ひとりの特性に応じて、コミュニケーションを取りつつ様々な役割を果たし、「教育は本

来個別的である」との原点に立ち、意図的に教育活動を実施することのできる人材の育成 

4.保護者や同僚に対して、相互的に相談援助できる人材の育成

5.障がい児への理解と支援のできる人材の育成

6.学校教育の特質を踏まえ、生徒への深い愛情をもって職責を果たすことのできる人材の育成

7.主権者たる国民の育成のために使命感をもって学校教育活動に従事することのできる人材の養成

＜専門分野＞ 

1.地理分野に関する基礎的な知識を習得し、それを活用することのできる人材の育成

2.歴史分野に関する基礎的な知識を習得し、それを活用することのできる人材の育成

3.地理歴史分野について経営学的な視点から考察する力を有する人材の育成

4.地理歴史分野について法学的（制度的）視点から考察する力を有する人材の育成

5.地理歴史分野について経済学的な視点から考察する力を有する人材の育成

6.地理歴史分野について文化的視点から考察する力を有する人材の育成

7.地理歴史分野の現代的諸問題について地球的視野に立って考察する力を有する人材の育成

8.地理歴史分野の知識とスキルを習得し、合理的な問題解決能力を有する人材の育成

9.直面する社会的諸問題に対して、客観的な判断能力・問題解決能力を有する人材の育成

10.「ホスピタリティ」「リーガルマインド」「歴史的視点」「地政学的視点」「文化的視点」を融合

し、社会全体の利益のために行動できる力を有する人材の育成 
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様式第７号イ

Ⅰ．教職課程の運営に係る全学的組織及び各学科等の組織の状況

（１）各組織の概要

組織名称： 教職課程委員会 

目 的： 教職課程全般的なシステムの管理と教職課程履修生の育成に関する指導方針の決定。 

責 任 者： 佃直毅教授 

構成員（役職・人数）： 主査（佃直毅教授）、学科長 4名、他構成員 9名 

運営方法： 月１回の定例会議を実施し、教職課程の諸課題（教育実習に関する要件、教職課程履

修生育成に関する要件、その他）を検討し、実施できる体制を組織する。 

（２）（１）で記載した個々の組織の関係図

Ⅱ．都道府県及び市区町村教育委員会、学校、地域社会等との連携、協力に関する取組

（１）教育委員会との人事交流・学校現場の意見聴取等

教職課程委員会主査が厚木市教育委員会と「教職実践演習」の実行等、必要に応じて連携・交流を

行っている。

（２）学校現場における体験活動・ボランティア活動等

取組名称： 森の里中学見学・学校ボランティア

連携先との調整方法： 厚木市教育部との調整

具体的な内容： 中学校（森の里中学校）での現場体験・学校ボランティア

Ⅲ．教職指導の状況

本学では、吉田松陰の「知行合一」を校是としていることから、教職指導についても知識と実践

との循環的関係を重視する体制をとる。単に座学にとどまらず、教育ボランティア活動や教育実習

との関連を重視し、理論を学ぶことと、学んだ理論を実践に生かすこと、実践で気づいた課題を学

び直す姿勢の形成へと、学生を指導・支援している。

具体的には

①教職課程履修ガイダンス（年二回程度）

教職課程委員会の教員が実施し、主体的に学ぶ姿勢を意識させ、教職課程履修生としての自覚を

高める。

⓶教員採用試験合格者・教育実習終了生・卒業生による講話（年に 1.2 回）

教職課程履修生 1 年生～4 年生を対象に、教育実習または教職経験者から直接話を聞き、教職と
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様式第７号イ

は何か、現在教職に求められているものは何かを理解させる。

③履修カルテを使った指導

履修カルテを使い、年度末に一年間の自分に対する評価を行わせる。また、単に評価を付けるこ

とを目的とするのではなく、前年度に比べての自分の成長（あるいは停滞）を意識させ、次年度の

主体的な学びにつなげていくよう指導している。教職課程履修生と教職課程委員会の教員の連携は

密になるよう指導しており、何か疑問等があれば、すぐに教職課程委員会の教員が対応できる体制

を整えている。
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様式第７号ウ

＜経営法学科＞（認定課程：高等学校教諭1種免許状　地理歴史　）

（１）各段階における到達目標

年次 時期

前期

・大学生としての基礎能力および教育者を目指すための基本的資質を身につけること
・建学の精神を学び、「知行合一」「ホスピタリティ」の精神を理解すること
・基礎教養科目、キャリア科目、語学科目、スポーツ科目の講義、基礎演習を学習すること
・教育に対して強い関心を持つようになり、高等学校教諭になるための科目に対して、強い意欲が持
てるようになること

後期

・基礎教養科目、キャリア科目、語学科目、スポーツ科目の講義を学習することにより幅広い知見と柔
軟な思考力を養うこと
・基礎演習Ⅰを通じ、コミュニケーション能力を身につけること
・教育の原理、理念を学び、教育の基本を知ることにより、教育者としての自覚を持つこと
・教育に対して強い関心を持つようになり、教科に関する科目に対して、強い意欲を持つこと

前期

・レポートや論文作成に必要なスキルを身につけること
・基礎教養科目、キャリア科目、語学科目、スポーツ科目の講義を学習することにより幅広い知見と柔
軟な思考力を養うこと
・基礎演習Ⅰを通じ、コミュニケーション能力を身につけること
・教育におけるメディアの利用、指導や学習における組織のあり方、教育評価の意味と方法を理解す
ること
・生涯にわたる発達段階を捉えた上で、子どもの心身の発達的特性を心理学的見地から把握すること
・教育に関する基礎理論や指導理論を身につけ、教育者としての基礎的能力の向上を図ること
・教育者としての自覚に基づき、教科に関する科目に対して、強い意欲を持つこと

後期

・基礎演習Ⅱを通じてディスカッションやプレゼンテーションの方法論を身につけること
・学校教育の本質を特別活動の目的、理念、実態から学習し、理解を深めること
・学校教育の本質を理解し、教育課程の意義や編成方法を学ぶことを通じて、学習指導要領の意義と
重要性を認識すること
・学習指導要領の位置づけを理解し、教育課程をとらえる理論的枠組みと発達段階における教育内容
を理解すること
・社会を構成する国民の育成者としての役割意識を持ち、教職を志望する者としての自覚を深め、意
欲を高めていくこと
・教育者としての自覚に基づき、教科に関する科目に対して、強い意欲を持つこと

前期

・教育現場における様々な心の問題に向き合うために必要な基礎知識や姿勢を身に付けること
・現代家族のおかれている状況を把握しつつ、各種の相談や支援の方法を学ぶことを通じ、地域社会
に貢献できる教育者としての知識やスキルを身につけること、
・学習指導要領を熟読し、地理歴史科の目的、到達目標を理解すること
・地理歴史科に関する教材研究の方法を学び、具体的教材を通して実践力を身につけること
・学習指導計画や学習指導法などの教育実践に必要な知識・技術を学び、学習指導案を作成する能
力を身につけること

後期

・特別に支援を必要とする幼児の特性・援助の仕方を知ること
・生徒のキャリア形成支援、進路指導の原理原則を理解し、実践する能力を養うこと
・学習指導案に基づき、学習指導計画、学習指導法、学習者理解、教材研究を実践すること
・模擬授業を行うことによって教員としての資質・能力を身につけること
・教材研究・生徒理解・学習指導準備の諸能力を向上させ、教育実習に必要な準備を行うこと

前期

・3年次までの学び・研究を土台に、実践力をブラッシュアップすべく、教育現場で必要な知識、思考、
態度、技術を統合し、教育者として相応しい指導力を身につけること
・学校現場での教育活動を実体験し、教員として、また教員集団の一員として求められる資質・能力、
社会人としての態度を身につけること
・教育実習において、教員として教材研究・生徒理解・学習指導の準備に万全を期すると共に、社会人
としての自覚を持って取り組むこと
・教員としての資質を見極めるために自らを客観視することのできる能力を身につけること

後期

・教育実習の達成状況を見直すことで自分の課題を発見し、教員としてのさらなる資質、能力の向上を
目指すこと
・大学4年間で学んだ知識・能力・態度、また諸活動などで体験的に身につけたものを実践力・資質とし
て統合すること
・教育者として必要な使命感や責任感、社会性や対人能力、生徒理解や学級経営能力、各教育内容
の指導力、実践的指導力が培われてきたかの確認を行い、教育者となるための資質・能力を完成させ
ること
・教員としての適性について顧みるとともに、新たな自己の課題を見つけ、その解決能力を鍛練するこ
とで、教育の専門性を確立すること

履修年次
到達目標

２年次

３年次

４年次

１年次
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＜経営法学科＞（認定課程：高等学校教諭1種免許状　地理歴史）

（２）具体的な履修カリキュラム

年次 時期 科目区分 必要事項 科目名称

日本史概論Ⅰ（2） スポーツ実技A(1)

外国史概論Ⅰ（2） 英語Ⅰ(1)

地理学概論Ⅰ（2）

2 B 教育原理(2) 日本史概論Ⅱ（2） スポーツ実技B(1)

外国史概論Ⅱ（2） 英語Ⅱ(1)

地理学概論Ⅱ（2）
コンピュータプレゼ
ンテーション(2)

2 E 教育心理学(2) 歴史考古学Ⅰ（2） 憲法(2) 経営社会学Ⅰ（2）

3 Q
教育方法論(情報通信
技術の活用含む)(2)

アメリカ史Ⅰ（2）

3 I
総合的な学習の時間
の指導法（2）

アジア史Ⅰ（2）

人文地理学（2）

地誌（2）

3 J 特別活動論(2) 歴史考古学Ⅱ（2） 経営社会学Ⅱ（2）

2 G 教育課程論(2) アメリカ史Ⅱ（2）

アジア史Ⅱ（2）

自然地理学（2）

2 BCD 教師論(2) 比較文化論Ⅰ（2）

2 D 教育社会学(2) 環境経営論Ⅰ（2）

1 A 地理歴史科教育法Ⅰ(2)

3 M 教育相談(2)

3 LN 生徒・進路指導論(2) 比較文化論Ⅱ（2）

4 教育実習Ⅰ(2) 環境経営論Ⅱ（2）

2 F
特別の支援を必要と
する生徒の理解（2）

1 A
地理歴史科教育法Ⅱ
(2)

4
教育実習事前事後指
導(1)

4 教育実習Ⅱ(2)

後期 4 教職実践演習（高）（2）

施行規則第６６
条の６に関する

科目

様式第７号ウ（教諭）

各教科の指導法に関する科目及び教育
の基礎的理解に関する科目等

その他教職課
程に関連のあ

る科目

具体的な科目名称

前期

１年次

後期

履修年次 教科に関する専
門的事項に関す

る科目

大学が独自に
設定する科目

２年次

３年次

前期
４年次

後期

後期

前期

前期
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